
症例報告タイトル 設計・提出前チェックシート
A4 v2

学会抄録・症例報告のタイトルを「投稿規定 → 伝える1点 → タイトルの核 → 2案 → 最終点
検」で設計する

1. 投稿規定を先に確認する

学会・投稿先

タイトル文字数・語数

表記ルール 例：副題の可否／略語／「1症例」「case report」表記など

2. この症例で最も伝えたい1点

1文で書く この症例報告で、読み手に最も伝えたいことを1つだけ書く

3. タイトルの核を選ぶ

□ 診断・病態 何の症例かを明確にしたい

□ 介入 特徴的な介入・対応を中心に示したい

□ 評価・臨床推論 評価所見や判断過程を中心に示したい

□ 経過・転帰 特徴的な経過や転帰を中心に示したい

すべてを入れる必要はありません。症例の主メッセージに最も合う核を1つ選びます。

4. タイトル案を2つ作る

案A

案B

5. 提出前チェック

□ 投稿先の文字数・表記ルールを満たしている

□ タイトルだけで「何の症例か」が大きくずれて伝わらない

□ この症例で伝えたい1点とタイトルの中心が一致している

□ 1症例の経過から、介入の効果・因果を言い切りすぎていない

□ 略語・尺度名・条件を詰め込みすぎていない

□ 抄録本文の目的・方法・結果・考察とタイトルが矛盾していない

6. 字数オーバー時に削る順

① 強調語・形容語（著明、劇的、画期的 など）

② 背景説明としてなくても意味が通る語

③ 主メッセージに直接関係しない条件

④ 重複する評価名・尺度名・補足語

⑤ 介入や経過の細かな説明

最後まで残したいもの：症例の核／読み手が内容を誤解しないために必要な語／投稿規定上必要な表記

※ 投稿先の規定を最優先してください。固定の型に当てはめることより、症例報告の主メッセージとタイ
トルが一致することを優先します。



